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(57)【要約】
【課題】ワックス処理された床のワックス効果を簡易に回復、維持できる方法を提供する
。
【解決手段】（ａ）界面活性剤、（ｂ）ワックス、（ｃ）アクリル系樹脂、（ｄ）シリコ
ーン、（ｅ）式（ｅ１）で表される特定のグリコール系溶剤、及び（ｆ）エタノールを、
それぞれ特定比率で含有し、２５℃におけるｐＨが６～８である組成物を、ワックス処理
された後、汚染された床に適用し、ワックスが実質的に床から除去されないように前記組
成物を拭き取り、ワックス効果の回復を行う、ワックス処理された床の処理方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）界面活性剤０．０１～２重量％、（ｂ）ワックス０．１～５重量％、（ｃ）アクリ
ル系樹脂１～８重量％、（ｄ）シリコーン０．００１～１０重量％、（ｅ）下記式（ｅ１
）で表されるグリコール系溶剤０．１～１０重量％、及び（ｆ）エタノール０．０１～２
０重量％を含有し、２５℃におけるｐＨが６～８である組成物を、ワックス処理された後
、汚染された床に適用し、ワックスが実質的に床から除去されないように前記組成物を拭
き取り、ワックス効果の回復を行う、ワックス処理された床の処理方法。
　　　ＲＯ－（ＡＯ）nＨ　　　　　　　（ｅ１）
（式中、Ｒは炭素数１～４のアルキル基又は炭素数２～４のアルケニル基を示す。ＡＯは
エチレンオキシ基又はプロピレンオキシ基を示す。ｎは１～３の整数を示す。）
【請求項２】
（ｂ）中のワックスがポリオレフィン系ワックスである請求項１記載の床の処理方法。
【請求項３】
ワックス処理された床の汚染状況を監視し、汚染によりワックス効果が低減した状態とな
ったときに、（ａ）界面活性剤０．０１～２重量％、（ｂ）ワックス０．１～５重量％、
（ｃ）アクリル系樹脂１～８重量％、（ｄ）シリコーン０．００１～１０重量％、（ｅ）
下記式（ｅ１）で表されるグリコール系溶剤０．１～１０重量％、及び（ｆ）エタノール
０．０１～２０重量％を含有し、２５℃におけるｐＨが６～８である組成物を、汚染され
た床に適用し、ワックスが実質的に床から除去されないように前記組成物を拭き取り、ワ
ックス効果の回復を行う、ワックス処理された床の管理保護方法。
　　　ＲＯ－（ＡＯ）nＨ　　　　　　　（ｅ１）
（式中、Ｒは炭素数１～４のアルキル基又は炭素数２～４のアルケニル基を示す。ＡＯは
エチレンオキシ基又はプロピレンオキシ基を示す。ｎは１～３の整数を示す。）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワックス処理された後に汚染された床のワックス効果を回復させるワックス
処理された床の処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　家屋のフローリング床及び合成樹脂系の床材に対する保護つや出し剤に関しては、スチ
レン・アクリル共重合体ラテックス等をベースとした樹脂ポリマーが用いられている。特
許文献１には、ポリエトキシ化脂肪族第２級アルコールを添加すると塗り伸ばし性及びレ
ベリング性が向上することが記載されている。また床用つや出剤に洗浄力を付与し、一度
の拭きそうじで汚れを落とし、つや出しも行うことができる床用つや出し洗浄剤として特
許文献２、３などがある。特許文献２によると、ポリエチレンワックス、ポリプロピレン
ワックス及びアルカノールアミンを用いることで、洗浄性、つや及び耐傷性を併せ持つつ
や出し洗浄剤を得ることができる。一方、特許文献３によれば、アルカノールアミンのよ
うなアルカリ剤を用いなくても洗浄性とつや、及び滑りにくさを併せ持つつや出し洗浄剤
が得られるとしている。
【特許文献１】特開平６－３３０１６号
【特許文献２】特開２００１－８９７１３号
【特許文献３】特開平９－１８８８５３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　塗装処理や表面処理、またワックス処理を行った表面には樹脂やワックスが膜状に残留
している。このようなワックス表面には、粒子汚れ、油脂汚れなどが付着しやすく、また
、微細な傷が付いたりして、徐々にワックス効果が低減していく。汚れが付着したワック
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ス処理床に対して、市販のアルカリ洗剤を用いた場合、その樹脂膜を損傷するだけではな
く、樹脂の剥離を引き起こす可能性があった。また、樹脂膜を水拭きしたとしても、樹脂
上の汚れを取り除けないだけでなく、拭き取り時の摩擦により、樹脂表面を痛めてしまう
という欠点があった。一方、改めてワックス処理を行うには、ワックスの剥離、洗浄、ワ
ックスがけといった大がかりな作業を必要とするため、日常的に簡易に行う方法としては
適当とは言い難い。
【０００４】
　本発明の課題は、ワックス処理された床のワックス効果を簡易に回復、維持できる方法
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、（ａ）界面活性剤０．０１～２重量％、（ｂ）ワックス０．１～５重量％、
（ｃ）アクリル系樹脂１～８重量％、（ｄ）シリコーン０．００１～１０重量％、（ｅ）
下記式（ｅ１）で表されるグリコール系溶剤０．１～１０重量％、及び（ｆ）エタノール
０．０１～２０重量％を含有し、２５℃におけるｐＨが６～８である組成物を、ワックス
処理された後、汚染された床に適用し、ワックスが実質的に床から除去されないように前
記組成物を拭き取り、ワックス効果の回復を行う、ワックス処理された床の処理方法に関
する。
　　　ＲＯ－（ＡＯ）nＨ　　　　　　　（ｅ１）
（式中、Ｒは炭素数１～４のアルキル基又は炭素数２～４のアルケニル基を示す。ＡＯは
エチレンオキシ基又はプロピレンオキシ基を示す。ｎは１～３の整数を示す。）
【０００６】
　また、本発明は、ワックス処理された床の汚染状況を監視し、汚染によりワックス効果
が低減した状態となったときに、（ａ）界面活性剤〔以下、（ａ）成分という〕０．０１
～２重量％、（ｂ）ワックス〔以下、（ｂ）成分という〕０．１～５重量％、（ｃ）アク
リル系樹脂〔以下、（ｃ）成分という〕１～８重量％、（ｄ）シリコーン〔以下、（ｄ）
成分という〕０．００１～１０重量％、（ｅ）下記式（ｅ１）で表されるグリコール系溶
剤〔以下、（ｅ）成分という〕０．１～１０重量％、及び（ｆ）エタノール〔以下、（ｆ
）成分という〕０．０１～２０重量％を含有し、２５℃におけるｐＨが６～８である組成
物〔以下、組成物（Ｉ）という〕を、汚染された床に適用し、ワックスが実質的に床から
除去されないように前記組成物を拭き取り、ワックス効果の回復を行う、ワックス処理さ
れた床の管理保護方法に関する。
　　　ＲＯ－（ＡＯ）nＨ　　　　　　　（ｅ１）
（式中、Ｒは炭素数１～４のアルキル基又は炭素数２～４のアルケニル基を示す。ＡＯは
エチレンオキシ基又はプロピレンオキシ基を示す。ｎは１～３の整数を示す。）
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、ワックス処理された床のワックス効果を簡易に回復、維持できる方法
が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
＜組成物（Ｉ）＞
　本発明は、（ａ）～（ｆ）成分を含有する特定の組成物（Ｉ）を、汚染されたワックス
処理された床に適用することで、ワックス効果を回復させるものである。
【０００９】
〔（ａ）成分〕
　（ａ）成分としては、陰イオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤及び両性界面活性
剤からなる群から選ばれる１種又は２種以上のものが好ましい。具体的には次のものが挙
げられる。
【００１０】
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　陰イオン性界面活性剤としては、アルキルベンゼンスルホン酸塩類、アルキレンオキシ
ド付加アルキル又はアルケニルエーテル硫酸塩類、アルキル又はアルケニル硫酸塩類、オ
レフィンスルホン酸塩類、アルカンスルホン酸塩類、脂肪酸塩類、アルキレンオキシド付
加アルキル又はアルケニルエーテルカルボン酸塩類、α－スルホ脂肪酸塩類及びそのエス
テル類、ジフェニルエーテルジスルホン酸類等が挙げられる。陰イオン性界面活性剤の対
イオンとしては、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属又はアンモニウム塩もしくはモ
ノエタノールアンモニウム、ジエタノールアンモニウム、トリエタノールアンモニウム等
のアルカノール置換アンモニウム塩を挙げることができる。
【００１１】
　非イオン性界面活性剤としては、ポリオキシアルキレンアルキル又はアルケニルエーテ
ル類、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル類、蔗糖脂肪酸エステル類、脂肪
酸グリセリンエステル類、アミンオキシド類、高級脂肪酸アルカノールアミド類又はその
アルキレンオキシド付加物、次の一般式（ａ１）で表されるアルキルグリコシド等が挙げ
られる。
　　　Ｒ1a（ＯＲ2a）tＧu　　　　　（ａ１）
〔式中、Ｒ1aは炭素数８～１８の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基、アルケニル基又はア
ルキルフェニル基を示し、Ｒ2aは炭素数２～４のアルキレン基を示し、　Ｇは炭素数５～
６を有する還元糖に由来する残基を示し、ｔはその平均値が０～５の数を示し、ｕはその
平均値が１～１０の数を示す。〕
【００１２】
　好ましいｔの値は０～２であり、特に好ましくは０である。一方、ｕはその平均値が１
より大きい場合、つまり２糖以上の糖鎖を親水性基とする一般式（ａ１）で表される界面
活性剤を含有する場合、糖鎖の結合様式は１－２、１－３、１－４、１－６結合、更にα
－、β－ピラノシド結合又はフラノシド結合及びこれらの混合された結合様式を有する任
意の混合物を含むことが可能である。また、一般式（ａ１）中のｕの平均値は１～１０、
好ましくは１～３、より好ましくは１～１．５であるが、更に好ましい平均値は１．１～
１．４である。なお、ｙの測定法はプロトンＮＭＲ法によるものである。
【００１３】
　また、一般式（ａ１）中のＲ1aは炭素数８～１８の直鎖又は分岐鎖を有するアルキル基
、アルケニル基又はアルキルフェニル基であるが、溶解性、起泡性及び洗浄性向上の点か
ら、好ましいのは炭素数１０～１４のアルキル基である。また、Ｒ2aは炭素数２～４のア
ルキレン基であるが、水溶性の点から好ましい炭素数は２～３である。更にＧは単糖もし
くは２糖以上の原料によってその構造が決定されるが、このＧの原料としては、単糖では
グルコース、フルクトース、ガラクトース、キシロース、マンノース、リキソース、アラ
ビノース等及びこれらの混合物等が、２糖以上ではマルトース、キシロビオース、イソマ
ルトース、セロビオース、ゲンチビオース、ラクトース、スクロース、ニゲロース、ツラ
ノース、ラフィノース、ゲンチアノース、メレジトース等及びこれらの混合物等が挙げら
れる。これらのうち、好ましい単糖類原料は、それらの入手容易性及びコストの点から、
グルコース及びフルクトースであり、２糖以上ではマルトース及びスクロースである。こ
の中でも、特に入手容易性に点からグルコースが好ましい。更に、ペンタエリスリトール
、イソステアリルグリシジルエーテルの１モル付加体、ソルビトール・イソステアリルグ
リシジルエーテルの１モル付加体、マンニトール・２－オクチルドデシルグリシジルエー
テルの１モル付加体、メチルグルコシド・イソステアリルグリシジルエーテルの１モル付
加体、ジグリセリン・イソステアリルグリシジルエーテルの１モル付加体、フィタントリ
オール等の１分子中に少なくとも１個の長鎖分岐アルキル基又はアルケニル基及び少なく
とも３個の水酸基を有する非イオン性界面活性剤が挙げられる。
【００１４】
　両性界面活性剤としては、例えば炭素数１～２２、好ましくは８～１８の直鎖又は分岐
鎖のアルキル基又はアルケニル基を有するスルホベタイン及びカルボベタイン等が挙げら
れる。
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【００１５】
　本発明においては、これらの界面活性剤のうち、洗浄力又は拭き取り性の向上の点から
、ジフェニルエーテルジスルホン酸類、高級脂肪酸アルカノールアミド類又はそのアルキ
レンオキシド付加物、アミンオキシド類、アルキルグリコシド類、スルホベタイン類又は
カルボベタイン類、ポリオキシアルキレンアルキル又はアルケニルエーテル類が好ましく
、この中でも、特にポリオキシエチレンアルキルエーテル、アルキルグリコシド類が好ま
しい。
【００１６】
〔（ｂ）成分〕
　（ｂ）成分のワックスは、ワックスと水とを含有するエマルションでもよい。（ｂ）成
分中のワックスは、ポリオレフィン系ワックスが好ましい。なかでもポリエチレンワック
ス、ポリプロピレンワックスが好ましい。
【００１７】
　ポリエチレンワックスは、一般のエチレンの重合によって得る方法、一般成形用の容器
等に使用されるポリエチレンを熱分解して得る方法、一般成形用の容器等に使用されるポ
リエチレンの製造時に副生成される低分子量のポリエチレンを分離生成する方法又は乳化
重合方法等により入手可能である。ポリエチレンワックスの誘導体としては、例えば酸化
ポリエチレンワックス、即ち空気酸化等の方法によりポリエチレンワックス骨格にカルボ
キシル基や水酸基等を付与したものの他に、マレイン酸変性、フマル酸変性、イタコン酸
変性、又はスチレン変性等の変性体が挙げられる。本発明では、ポリエチレンワックス及
び／又は酸化ポリエチレンワックスが好ましい。これらのポリエチレンワックス又はその
誘導体は、市販のものを使用することができる。これらポリエチレンワックスを、乳化剤
等を用いて水性エマルションとして使用できるが、エマルションの配合量はエマルション
中の有効量（Active）に基づいて決めることができる。
【００１８】
　また、ポリプロピレンワックスは、一般のプロピレンの重合によって得る方法、一般成
形用の容器等に使用されるポリプロピレンを熱分解して得る方法、一般成形用の容器等に
使用されるポリプロピレンの製造時に副生成される低分子量のポリプロピレンを分離生成
する方法等により入手可能である。ポリプロピレンワックスの誘導体としては、上記のポ
リエチレンワックスの場合と同様に、ポリプロピレンワックス骨格にカルボキシル基や水
酸基等を付与した酸化ポリプロピレンワックスの他に、マレイン酸変性、フマル酸変性、
イタコン酸変性、又はスチレン変性等の変性体が挙げられる。本発明では、ポリプロピレ
ンワックス及び／又はマレイン酸変性ポリプロピレンワックスが好ましい。これらのポリ
プロピレンワックス又はその誘導体は、市販のものを使用することができる。これらポリ
プロピレンワックスを、乳化剤等を用いて水性エマルションとして使用できるが、エマル
ションの配合量はエマルション中の有効量（Active）に基づいて決めることができる。
【００１９】
〔（ｃ）成分〕
　（ｃ）成分のアクリル系樹脂としては、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、メタ
クリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸２エチルヘキ
シル、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、アクリル酸２エチルヘ
キシル、メタクリル酸、アクリルアミド、ジメチルアクリルアミド及びアクリル酸から選
ばれるアクリル系モノマーから生成されるホモポリマー又はコポリマーや、前記アクリル
系モノマーとその他モノマーとして、スチレン、ビニルトルエン、イタコン酸、クロトン
酸、フマル酸、マレイン酸のモノマー群から選ばれるモノマーとのコポリマーから選ばれ
る一種以上の水不溶性の樹脂等が例示され、より好ましくは（ｉ）スチレンと（ii）メタ
クリレート、アクリレート、メタクリル酸およびアクリル酸から選ばれる一種以上とのコ
ポリマーが例示される。これらアクリル系樹脂は乳化重合により合成することができる。
また、アクリル系樹脂は、アクリル系樹脂が水中に分散したアクリル系樹脂エマルション
を使用することができる。
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　なお、アクリル系樹脂としてアクリル系樹脂エマルションを使用する場合は、アクリル
系樹脂エマルションの配合量はエマルション中の有効量（Active）に基づいて決めること
ができる。
【００２１】
〔（ｄ）成分〕
　（ｄ）成分のシリコーンとしては、ポリオルガノシロキサンオイル、特に２５℃におけ
る粘度が５０ｍＰａ・ｓ以上のポリオルガノシロキサンオイルが挙げられる。
【００２２】
　好ましくは、ポリオルガノシロキサンオイルであり、ポリオルガノシロキサンオイルと
しては、下記一般式（Ｉ）及び（Ｉ’）で表される構成単位からなるものが挙げられ、ポ
リオルガノシロキサンオイルのオルガノ基が炭素数１～８０のアルキル基、アミノアルキ
ル基、Ｎ－（２－アミノアルキル）アミノアルキル基、メチルポリオキシエチレンアルキ
ル基、アルコキシ基、エポキシアルキル基、カルボキシアルキル基もしくはフェニル基か
ら選ばれる１種以上の基であるものが好ましい。また、固体粒子の運動性を高めるために
は、該ポリオルガノシロキサンオイルの２５℃における粘度が５０ｍＰａ・ｓ以上、特に
１００～１０００ｍＰａ・ｓであることが更に好ましい。
【００２３】
【化１】

【００２４】
（式中、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は同一又は異なって、炭素数１～１００のアルキル基、アルコ
キシ基、ハイドロキシアルキル基、水酸基、シロキシ基、カルボキシル基、カルボキシア
ルキル基、Ｎ－（２－アミノアルキル）アミノアルキル基、アミノアルキル基、アミノ基
、エポキシアルキル基、エポキシ基、メチルポリオキシエチレンアルキル基、ハイドロキ
シポリオキシエチレンアルキル基、メチルポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレン基
、ハイドロキシポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレン基、アルキルポリオキシエチ
レン基、ポリオキシエチレン基、フェニル基又はフッ化アルキル基を示す。）
【００２５】
　本発明で用いられるポリオルガノシロキサンオイルの具体例としては、ジアルキルシロ
キサン、アルキルフェニルシリコーン、ポリエーテル変性シリコーン、アルキル変性シリ
コーン、アルコキシ変性シリコーン、ヒドロキシ変性シリコーン、カルボキシ変性シリコ
ーン、エポキシ変性シリコーン、アミノ変性シリコーン等が挙げられ、ポリエーテル変性
シリコーン、下記一般式（II）で表される化合物が特に好ましい。
【００２６】



(7) JP 2010-77182 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

【化２】

【００２７】
（式中、ｎ１及びｎ２は１～１００、ｍは１～５０００の整数を示す。）
【００２８】
　これらのポリオルガノシロキサンオイルは、例えば、KF56, KF-412, KF-413,KF-414, K
F50, KF53, KF54, KF56, KF-618, KF994, KF995, KF9937, X22-161AS, X22-161A, X22-16
1B, KF8012, KF393, KF859, KF860, KF861, KF867, KF869, KF880, KF8002, KF8004, KF8
005, KF858, KF864, KF865, KF868, KF8003, KF-105, X22-163A, X22-163B, X22-163C, K
F-1001, KF101, X22-169AS, X22-169B, KF-102, X22-162A,X22-162C, X22-3701E, X22-37
10, X22-160AS, KF6001, KF6002, KF6003,X22-4015, KF-857, KF862, KF8001, X22-3667,
 X22-3939A（信越化学工業（株）製）、TSF-451, TSF4700, TSF4701（東芝シリコーン（
株）製）等の商品名で市販されており、これらを用いることができる。
【００２９】
〔（ｅ）成分〕
　（ｅ）成分の式（ｅ１）で表されるグリコール系溶剤としては、下記一般式（ｅ１－１
）で表される化合物が挙げられる。
【００３０】
　　　ＲＯ－［（ＥＯ）n'／（ＰＯ）n''］Ｈ　　　　　　　（ｅ１－１）
（式中、Ｒは炭素数１～４のアルキル基又は炭素数２～４のアルケニル基を示す。ＥＯは
エチレンオキシ基、ＰＯはプロピレンオキシ基を示す。ｎ’とｎ’’は、ｎ’＋ｎ’’が
１～３となる整数である。）
【００３１】
　上記一般式（ｅ１－１）において、ＥＯ、ＰＯの順序は問わない。一般式（ｅ１－１）
の化合物の具体例としては、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリ
コールジメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコ
ールジメチルエーテル等が挙げられ、なかでもジエチレングリコールモノエチルエーテル
、プロピレングリコールモノメチルエーテルが好ましい。
【００３２】
　本発明に用いられる組成物（Ｉ）は、（ａ）成分を０．０１～２重量％、好ましくは０
．１～１重量％含有する。また、（ｂ）成分を０．１～５重量％、好ましくは０．５～２
重量％含有する。また、（ｃ）成分を１～８重量％、好ましくは２～７重量％含有する。
また、（ｄ）成分を０．００１～１０重量％、好ましくは０．０１～５重量％含有する。
また、（ｅ）成分を０．１～１０重量％、好ましくは１～８重量％含有する。また、（ｆ
）成分を０．０１～２０重量％、好ましくは０．５～１０重量％含有する。
【００３３】
　その他、本発明に用いられる組成物（Ｉ）に配合できる成分として、色素、香料、キレ
ート剤、ポリマー、安定性向上化剤等が挙げられる。
【００３４】
　本発明に用いられる組成物（Ｉ）は、上記（ａ）～（ｆ）成分、更に必要に応じて配合
されるその他の成分と、水とを含有する。水の含有量は、組成物中７０％以上、更に８０
～９５重量％が好ましい。
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【００３５】
　本発明に用いられる組成物（Ｉ）は、２５℃におけるｐＨが６～８である。
【００３６】
＜ワックス処理された床の処理方法＞
　本発明では、上記特定の組成物（Ｉ）を、ワックス処理された後、汚染された床に適用
し、ワックスが実質的に床から除去されないように組成物（Ｉ）を拭き取り、ワックス効
果の回復を行う。組成物（Ｉ）による処理は、ワックス樹脂膜上の汚れを取り除くだけで
はなく、痛んだワックス樹脂膜を再生し、容易に補強、維持することを可能とする。
【００３７】
　汚染された床への組成物（Ｉ）の適用は、スクイズボトル、トリガー式スプレー等によ
り床に直接適用する、あるいはこれらの手段で床に適用した後、雑巾、モップ等の手段で
床に塗り拡げる、雑巾、モップ等の手段に担持させて床に適用する、等の方法が挙げられ
る。床に適用した組成物（Ｉ）の拭き取りは、床に過度の負荷を与えない方法により行う
ことが好ましく、布、紙、不織布等の多孔性で可撓性のシート状部材を用いて、手動によ
り行うことが好ましい。
【００３８】
　組成物（Ｉ）の適用量は、床に処理されたワックスの量や汚れの程度などを考慮して決
めることが好ましい。また、組成物（Ｉ）中の（ａ）成分が、床に対して均一となるよう
に、前記組成物を床に適用することができる。
【００３９】
　本発明の対象となる床の処理に用いられるワックスは、市販の床用つや出し剤などに配
合されている成分であり、具体的にはリンレイオール（株式会社リンレイ）、ワックスコ
ートシート（花王株式会社）、つや出しマイペット（花王株式会社）等が挙げられる。か
かるワックスは、（ｂ）成分中のワックスと同一でも異なっていてもよい。これらは、通
常、床の単位面積あたり、３ｍｌ／ｍ2～２０ｍｌ／ｍ2の比率で処理されている。
【００４０】
　本発明は、ワックス処理された床の汚染状況を監視し、汚染によりワックス効果が低減
した状態となったときに、本発明に係る組成物（Ｉ）を、汚染された床に適用し、ワック
スが実質的に床から除去されないように前記組成物（Ｉ）を拭き取り、ワックス効果の回
復を行う、ワックス処理された床の管理保護方法として実施できる。「汚染によりワック
ス効果が低減した状態」とは、垢やホコリにより表面がやや黒ずんだ状態である状態をい
う。ワックス処理された床の汚染状況の監視は、通常、目視で行う。
【実施例】
【００４１】
＜評価方法＞
（１）汚染床材の作製
　ワックス（つや出しマイペット）を５ｍｌ／ｍ2処理した床材（松下電工製フローリン
グＫＥＣ６２５）を、一般家庭の家屋内の通路に３ヶ月放置し、その上を１日に１０回以
上人間が行き来することにより、表面の光沢が若干失われた状態の汚染床材を得た。
【００４２】
（２）光沢増分の測定方法
　表１の処理用組成物で汚染床材を処理した場合の光沢増分により、ワックス効果の回復
を評価した。結果を表１に示す。光沢増分は、スガ試験機株式会社製デジタル変角光沢計
ＵＧＶ－５Ｄ型を用い、入射角と受光角をそれぞれ６０°に設定して、処理前の汚染床材
の光沢と、表１の組成物の塗布（５ｍｌ／ｍ2）→軽い拭き取り→乾燥を３回繰り返した
後の汚染床材の光沢の差を求めることによって得た。光沢増分が大きいほど、ワックス効
果が回復していることを意味する。
【００４３】
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【表１】

【００４４】
（注）表中の重量％は有効分の濃度を示す。また、表中の成分は以下のものである。
・界面活性剤１：ポリオキシエチレンアルキルエーテル（アルキル基の炭素数が１２～１
４の２級アルコールに、エチレンオキサイドを平均７モル付加させたもの）
・界面活性剤２：ポリオキシエチレンアルキルエーテル（アルキル基の炭素数が１２～１
４の２級アルコールに、エチレンオキサイドを平均３モル付加させたもの）
・ワックスエマルション：ポリプロピレンワックスエマルション、ハイテックＰ－５０６
０（東邦化学工業（株）製、有効分３０重量％）
・アクリル系樹脂エマルション１：ローム＆ハース社製のポリアクリル系樹脂ＮＴ－２６
２４（有効分３８．０重量％）
・アクリル系樹脂エマルション２：メタクリル酸２０重量％、スチレン３重量％、アクリ
ル酸エチル３０重量％、メタクリル酸メチル４７重量％を用いて乳化重合法により得られ
たアクリル系／スチレン共重合体樹脂エマルション（有効分３５．０重量％）
・シリコーン：ポリエーテル変性シリコーン（信越化学工業（株）製、ＫＦ－６１８（有
効分１００重量％））
・グリコール系溶剤１：ジエチレングリコールモノエチルエーテル（２０℃における蒸気
圧１７Ｐａ）
・グリコール系溶剤２：プロピレングリコールモノメチルエーテル
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